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穿戸羅漢山（うけどらかんさん）680mのハンカイソウ 



史跡・穿戸羅漢山 
 
 山上風化作用により、岩石露出し、胸壁に二ケ所の.洞穴があり、中

に釈迦如来の石像、観音像及び十六羅漢計十八体の石仏がまつら
れている。阿蘇神話によると「阿蘇大明神弓を放たれ、鬼八法師その
矢を足蹴にしたので、大神怒られ鬼八を追われた時、鬼八岩をけ破っ
て逃げ、大明神も又蹴ほいで追われた。」という。 

羅  漢 
 

 羅漢と云うのはもともと、小乗仏教で小乗の悟りを極めた者の位を
云うのであるが、大乗仏教では菩薩の下位に落とされている。しかし、
その真摯な修業と求道の姿が尊敬され一般にも尊敬されるに至った。
毎年三月十六日が祭日で参拝者も多い。 

 観音像前に「武田吉右エ門尉永勝、宝永四年八月」と記され、武田
氏が寄進したものと伝えられている。 








































